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安保法制から考える
憲法と立憲主義・民主主義

国民の「反対」「賛成」の声が渦巻く中，安保関連法が成立・施行されました。安保関連法
の問題点として，集団的自衛権行使容認の違憲性が挙げられますが，時の政権の判断によっ
て憲法の意味内容を改変することは立憲主義の理念に反する，との指摘も見逃せません。

　安保関連法成立後も国際的なテロは頻発し，日本の国際貢献が問われています。改めて今，憲法 9
条の理念（平和主義）を解釈し，同時に立憲主義・民主主義の理念を確認したうえで，日本の国際貢献
の在り方を考える時期かもしれません。本書は，昨年 6月の衆議院憲法審査会で安保関連法案を「違
憲」と指摘し，国民的な議論の火付け役となった長谷部恭男教授を編者に迎え，憲法学者，政治学者，
ジャーナリストによる鼎談，論考を通じ，文字通り，安保法制から憲法と立憲主義・民主主義を考えま
す。来る参議院議員選挙を前に政策・公約への「賛成」「反対」を考える 1冊としてお手にとっていた
だければ幸いです。（亀）
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本文を読み進めるうえで，巻末資料「安保関連法制タイムライン」を是非ご活用ください。


